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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当ファンドは、主として、日経平均株価の採用銘柄の中から予想配当利回りの上位30銘柄に投資することで、配当収益の確保と中長期的な値上がり益の獲得をめざします。また国内の株式に投資するため、為替リスクもなく、シンプルでわかりやすいコンセプトの商品です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、当ファンドにつきまして、少し詳しくご説明いたします。

まず、投資する企業は、日経平均株価に採用されている225銘柄の中から選んでいます。

日経平均株価とは、
日本経済新聞社が東京証券取引所プライム市場に上場する1,800社以上の中から225社を選定し、その株価から算出している株価指標です。
1950年から算出されており、日本を代表する株価指標です。
選定される225社は日本を代表する企業であり、日本の顔ともいえます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして当ファンドは、予想配当利回りの上位30銘柄に投資します。
配当利回りとは、株価に対する1株あたり年間配当額の割合を示す指標のことで、つまり株価に対して年間でどれだけ配当金が支払われたかを示すものです。当ファンドではこの配当利回りの高さに着目しています。

配当とは株式を発行した企業が利益の一部を株主に分配することをいい、その分配された利益のことを配当金といいます。企業によっては、利益が多くても配当を支払わない場合や、利益が少ない、またはなくても配当を支払う場合があります。

画面は配当利回りの計算式になります。
このように配当利回りは、１株あたりの年間配当額を株価で割ったものです。
例えば株価が1,000円で1株あたりの年間配当が50円だった場合、配当利回りは5％となります。このように、配当利回りは、株価や配当額の変動によって変わってきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当ファンドでは、日経平均株価に採用されている225銘柄の中から、予想配当利回りが高い上位30銘柄に投資すると申し上げましたが、銘柄選定に予想配当利回り以外の要素は原則として入りません。

ただし、信用リスク懸念や無配懸念があると弊社が判断した銘柄は、投資対象銘柄から除外することがあります。また、当該銘柄を保有している場合には、その銘柄を売却し、保有銘柄数が３０銘柄を下回ることがあります。

また、当ファンドでは原則として6月と12月に、予想配当利回り上位30銘柄の入替えと組入比率の調整を行います。株価が上昇したり、配当金予想の引き下げなどにより予想配当利回りが低下した銘柄は投資対象から外れ、新たな銘柄が組み入れられます。

このように、当ファンドは予想配当利回りの変化等を踏まえ、定期的に見直しを行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした運用手法を用いた結果、2023年9月末時点の当ファンド平均の予想配当利回りは4.0％と、日経平均株価の1.9％を上回りました。

そもそも日経平均株価採用銘柄の中から予想配当利回りが高いものを選定していますので、当ファンド平均が日経平均より高くなるのはご想像の範囲内かと思いますが、主な国内資産の中でも比較的高い利回り水準であることが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、予想配当利回りの高い銘柄に投資を行うことで、どのような効果が期待できるのかご紹介いたします。

こちらは、当ファンドと日経平均の予想配当利回りの推移を示したグラフです。
日経平均がおおむね2％程度で推移する一方、当ファンドは4～6％程度で推移しており、継続して日経平均の予想利回りを上回る水準で推移してきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、予想配当利回りの高い銘柄に投資し、配当収入を積み上げることにより、株価変動によるマイナスを緩和する効果も期待されます。

画面の、基準価額の投資収益の要因分析をご覧ください。

基準価額の変動要因は、主に価格変動要因と、配当収入要因の2つに分けられます。価格の下落局面においても配当収入は安定的に積み上がっており、長期的にパフォーマンスを下支えしています。
なお、運用期間中は信託報酬等の費用がかかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、配当利回りの高さに関心が集まる主な背景についてご説明します。

1つ目は、企業による株主還元積極化の動きです。

近年、株主還元に繋がる、日本企業の配当金総額や自社株買いの実施額は増加傾向にあります。企業経営者の株主に対する意識に変化が見られる中、2023年3月、東京証券取引所はPBR（株価純資産倍率）が1倍を継続的に割れている企業などに対して、資本コストや株価を意識した経営の促進に向けて、現状分析と改善策の開示を要請しました。 

これを受けて、事業構造改革の加速や、株主還元を拡大していく企業が増えていくことが見込まれます。
�このような変化は、当ファンドのような高配当利回り株ファンドにとっても追い風になるものと考えられます。また効率的な企業経営により、企業価値の向上と株価上昇につながることが期待されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
配当利回りの高さに関心が集まる主な背景の2つ目は、インフレです。

長らく続いたデフレの期間を経て、日本の消費者物価指数は2021年9月から足下にかけて前年比プラスの伸びが続きました。

低金利が続く中、預金をしても元本は減りませんが物価上昇によりお金の価値は目減りしてしまいます。そこで、インフレ対策の1つとして、相対的に高い配当利回りが期待できる「高配当」に関心が集まったと考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらのグラフは「日経平均株価」と「日経平均高配当30銘柄」の投資シミュレーションです。

「日経平均高配当30銘柄」は、当ファンドと同じものではありませんが、配当利回りの高さに着目して投資をした際のご参考としてご紹介いたします。

グラフの期間においては、「日経平均高配当30銘柄」のリターンは「日経平均株価」のリターンを上回っていることから、配当利回りだけでなく、値上がり益も獲得できた結果となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、実際に当ファンドにはどのような銘柄が組み入れられているのか、ご紹介いたします。

画面は、当ファンドの2023年9月29日時点の組入上位10銘柄です。
日経平均株価に採用されている銘柄のため、馴染みのある企業が多いと感じられるのではないでしょうか。

画面には上位10銘柄のみを表示していますが、月次レポートには当ファンドが組み入れている全銘柄を記載しています。また、本日配当利回りについてご説明いたしましたが、組入銘柄の予想配当利回りも記載していますのであわせてご覧ください。

なお、月次レポートは、弊社ホームページの各ファンドページに月報として掲載しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、当ファンドの運用状況をご紹介します。

2023年9月29日時点の基準価額は16,237円となりました。純資産総額は2022年半ばから増加しており、9月29日時点で約302億円となりました。
当ファンドの騰落率は、過去1年が+61.7％、設定来で+97.9％になります。

繰り返しになりますが、予想配当利回りはファンド平均が4.0％、日経平均が1.9％になりました。

また、資本効率を示す指標の一つであるROE（自己資本利益率）を見ると、ファンド平均は13.1％、一方日経平均は9.0%となりました。
株価の割安・割高を示す指標の一つであるPBR（株価純資産倍率）は、ファンド平均は1.0倍、一方日経平均は1.8倍となりました。

最新の運用状況は月次レポートでもご確認いただけます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に分配金につきまして、ご説明いたします。

当ファンドは、組入銘柄の予想配当利回りの水準を勘案し、6月と12月の年2回の決算時に分配を行います。

当ファンドの分配金額の目安は、ご覧の計算例のように、基準価額（1万口当たり）に経費控除後の予想配当利回りをかけて、決算回数（年2回）で割り、計算することができます。
直近の分配金実績（1万口当たり、税引前）は、2023年6月15日に330円をお支払いしています。
設定来毎期分配金をお支払いしてまいりましたが、運用状況によっては、分配金額の変更、あるいは分配金が支払われない場合がありますので、ご留意ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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